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この解説書は ８２ＡＤＡまたはＤＡＣＳ－８２００ の動作
と使用方法について簡単に説明したものです。

ＤＡＣＳ－８２００の場合は、この解説書の ８２ＡＤＡ と
いう表現を、一部、ＤＡＣＳ－８２００ にかえてお読みくだ
さい。

（１）アプリケーションプログラミングを作成する場合、
あるいはハードウェア接続に関しては、取扱説明書を
ご覧ください。

（２）この解説書では代表的な機能のみを説明しています。
本書には記述していない機能も多数ありますので、
詳細については取扱説明書をご覧ください。
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１．ドライバのインストール

添付CD-ROMフォルダ「ＣＤＭ２８１４＿ＷＨＱＬ＿Ｃｅｒｔｉｆｉｅｄ」 にあるドラ

イバが、WHQLマイクロソフト社認証済のドライバです。

Windows ７，Vista、 XP、2000 に対応しています。このドライバは複合版ドライバ

です。複合版ドライバについては後述の説明を参照ください。

Windows 98SE、Me には、この複合版ドライバは使用できません。Windows 98SE、

Me にてご使用の場合は、これとは別のドライバをインストールすることになります。

各OSでのインストール手順はそれぞれ異なっています。ドライバイン
ストール手順の詳細、およびドライバのアンイストール手順については、

CD-ROMルートディレクトリにある

CDM_inst.pdf をご覧ください。

******** インストール前にご確認ください。 ********

すでに、弊社USB機器のドライバがインストールされている場合、機器を接続すると自動

的にドライバがインストールされますので、ドライバの再インストールは不要です。ただ

し、Winsows XP、2000 の場合は、インストールウイザードがスタートします。ウイザ

ード画面の指示に従ってインストールしてください。

また、旧バージョンのドライバがインストール済みの場合は、アンインストール手順に従

ってドライバを削除し、パソコンを再起動した後に、インストールを実施してください。

複合版ドライバについて

ドライバには、①仮想COMドライバ ②ダイレクトドライバ の２種類があります。旧ドラ

イバ（Ver.１）では、使用するドライバの種類により、いずれかを選択してインストール

していましたが、複合版ドライバ（Ver.2）では、インストール時に選択する必要がなくな

りました。複合版ドライバをインストール後には、仮想COMの関数とダイレクト版関数の

いずれもアプリケーションプログラムから使用できるようになります。（ただし、同時に

使用することはできません。）

また、ダイレクト版のみを使用する場合でも、シリアルポートが１ポート（たとえば

COM3などが）追加になります。シリアルポートを追加したくない場合は、各ＯＳのイ

ンストール手順にて旧バージョンのダイレクトドライバを指定して、ダイレクトドライバ

のみをインストールするようにしてください。新旧いずれのドライバを使用しても、機能

の差異はありません。

（注意）本解説書の３項以降の説明は、複合版ドライバのインストール
を前提としています。
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２．ＵＳＢコネクタの接続とＩＤ番号のセット

ＵＳＢケーブルにて、パソコンと８２ＡＤＡ基板を接続します。ＵＳＢケーブルは別途ご購
入ください。パソコン側がＡタイプコネクタ、８２ＡＤＡ（ＤＡＣＳ－８２００）側がＢコ

ネクタのケーブルを使用します。ケーブルの最大長は５ｍです。

基板上の回転ディップスイッチにて、ＩＤ番号をセットします。出荷時の設定は０番となっ

ています。このＩＤ番号は、複数のユニットを同一パソコンに接続する場合に、それぞれ異

なる番号とする必要がありますが、本書の説明では、１台のみを接続する場合を対象として

いますので、特にＩＤ番号について注意をする必要はありません。

３．デジタル入出力を動作させる

８２ＡＤＡが、簡単な文字列のコマンドにて動作することをご理解いただくために、次のよ

うな操作をしてください。

（１）CD-ROMに収納している下記のサンプルプログラムを起動してください。

サンプルプログラム フォルダ dacs8200\DISK2\D82DIDRM

プログラム名 D82DIDRM.exe

拡張子は表示されない場合があります。

（２）起動後は何も画面表示がありません。

キーボードから、たとえば

Ｗ０８００００４ と入力してください。 はエンターキーです。

ボードＩＤ番号が０に設定してあって、正常に接続できていれば、

Ｒ０ＦＦＦＦＦＦ といった応答がかえってきます。

は画面表示では ・ か、または無表示となります。

キーボードから入力した Ｗ０８００００４ は、デジタル出力コマンドで、

そのままの文字列を、８２ＡＤＡに送信します。

この例では、bit23とbit２をＯＮ(high)とし、その他のbitをＯＦＦ(low)としています。

３文字目から８文字目までが、24bit長16進数6桁表記のデジタル出力となっています。

８２ＡＤＡは、デジタル出力コマンド文字列を受信すると、ただちにデジタル出力を

実行すると同時に、パソコン側に Ｒ０ＦＦＦＦＦＦ というような文字列を送出し

ます。パソコン画面には、この文字列をそのまま表示しています。

この文字列は、８２ＡＤＡのデジタル入力状態を表しています。デジタル入力に何も

接続していない場合は、ボード内部で入力が+3.3Vに約100KΩの抵抗にてpull-upさ

れていますので、全bitが ＯＮ すなわち ｈｉｇｈ となっていて、この例のような応

答となります。
３文字目から８文字目までが、24bit長16進数6桁表記のデジタル入力となっています。

いずれかのデジタル入力を０Ｖに接続してｌｏｗとすると、そのbitが変化するのがわ

かります。
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４．アナログ入力を動作させる

（１）CD-ROMに収納しているサンプルプログラムを起動してください。
使用するサンプルプログラムは、３項の「デジタル入出力を動作させる」と同じです。

（２）キーボードから、たとえば

Ｇ０１００ と入力してください。 はエンターキーです。

ボードＩＤ番号が０に設定してあって、正常に接続できていれば、

８０００８０００ といった応答がかえってきます。はスペースです。

は画面表示では ・ か、または無表示となります。

キーボードから入力した Ｇ０１００ は、ＡＤ変換コマンドで、

そのままの文字列を、８２ＡＤＡに送信します。

この例では、１６進数１００ ＝ ２５６回のＡＤ変換を実行し、その平均値の応答を

指定しています。

ＡＤ変換のサンプリング実行間隔は、初期状態が１００ＫＨｚとなっていて、
２５６回の実行指定でも、２．５６ｍｓの実行時間ですので、画面上ではただちに応

答が返ってきたかのようにみえます。

８０００８０００ という応答は、８２ＡＤＡが送出した文字列をそのまま表示し

たもので、ｃｈ１とｃｈ２のＡＤ変換値を１６進数４桁で表しています。ｃｈ１つづ

いてｃｈ２の順番です。

表示数値は各チャンネルに入力している電圧により異なります。

表示数値の詳細については、各デバイス説明書「ＡＤ変換サンプリングデータ形式」

をご覧ください。

入力可能な電圧は、８２ＡＤＡとＤＡＣＳ－８２００では異なりますので、入力可能

電圧範囲を超えないよう注意してください。

キーボードから、

Ｙ００００１Ｆ４ と入力してください。 はエンターキーです。

Ｕ００００１Ｆ４ と応答がかえってきます。

は画面表示では ・ か、または無表示となります。

キーボードから入力した Ｙ００００１Ｆ４ は、ＡＤサンプリング周波数指定コマ

ンドで、そのままの文字列を、８２ＡＤＡに送信します。

パソコン画面には、この文字列をそのまま表示しています。

この文字列は、１６進数１Ｆ４ ＝ ５００Ｈｚ のサンプリング周波数を指定するも

のです。応答は送信データのエコーバックです。

次に、Ｇ０２００ と入力すると、５００Ｈｚにて５１２回のＡＤ変換を実行して
その平均値を応答してきます。この実行には約１秒かかりますので、画面上でも応答

に少し時間がかかっているのがわかります。
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５．アナログ出力を動作させる

（１）CD-ROMに収納しているサンプルプログラムを起動してください。
使用するサンプルプログラムは、３項の「デジタル入出力を動作させる」と同じです。

（２）キーボードから、たとえば

Ｖ０８００８００ と入力してください。 はエンターキーです。

ボードＩＤ番号が０に設定してあって、正常に接続できていれば、

Ｕ０８００８００ と応答がかえってきます。

は画面表示では ・ か、または無表示となります。

キーボードから入力した Ｖ０８００８００ は、ＤＡ出力コマンドで、

そのままの文字列を、８２ＡＤＡに送信します。

この例では、ｃｈ２とｃｈ１に０Ｖ出力（８２ＡＤＡの場合）を指定しています。

（注）ＤＡＣＳ－８２００では ＋１．２Ｖ付近の電圧値となります。

３文字目から５文字目までが、12bit長16進数３桁表記のｃｈ２アナログ出力指定、
６文字目から８文字目までが、12bit長16進数３桁表記のｃｈ１アナログ出力指定

となっています。

８２ＡＤＡおよびＤＡＣＳ－８２００は、ＤＡ出力コマンドを受信すると、ただちに

ＤＡ変換を実行し、指定のアナログ電圧を出力します。

応答は送信データのエコーバックです。

指定する出力電圧値の詳細については、各デバイス説明書「ＤＡ出力コマンド」を

ご覧ください。

指定値を変更して送信すると、アナログ出力電圧値が変化するのがわかります。
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６．ＣＤ収納ファイル

８２ＡＤＡおよびＤＡＣＳ－８２００用のファイルは、
フォルダ ｄａｃｓ８２００ に収納しています。

ＤＡ８２ｍａｎｕ．ｐｄｆ ＤＡＣＳ－８２００取扱説明書

８２ＡＤＡｍａｎｕ．ｐｄｆ ８２ＡＤＡ取扱説明書

ＤＡ８２１ｍａｎｕ．ｐｄｆ ＤＡＣＳ－８２１０（アンプ基板）取扱説明書

Ｄ２ＸＸＰＧ３０．ｐｄｆ プログラマーズガイド（英文）

本説明書は上級向けですので、まず初めは、

下記のサンプルプログラム中の注釈（和文）を

ご覧ください。

Ｄ８２ＤＩＣＯＬ．ｅｘｅ アナログ入出力校正などに使用するプログラム

詳細は各デバイスの取扱説明書に説明しています・
Ｄ８２ＤＡＰＡＴ＿Ｓｉｎ．ｄａｔ ＤＡ出力パターンサンプルデータ

Ｄ８２ＤＡＰＡＴ＿Ｌｉｎ．ｄａｔ ＤＡ出力パターンサンプルデータ

Ｄ８２ＤＡＰＡＴ．ｄａｔ ＤＡ出力パターンサンプルデータ

詳細は８２ＡＤＡ取扱説明書をご覧ください。

フォルダ ＤＩＳＫ１ （Ｃ＋＋サンプルプログラム）

フォルダ Ｄ８２ＤＩＶＣＳ 仮想ＣＯＭ版サンプルプログラム

ソースおよび実行ファイルを収納

フォルダ ＦＴｓｅｒｉａｌ 仮想ＣＯＭ版デバイスドライバを収納

本書１項に説明する複合版ドライバを

インストールする場合は必要ありません。

フォルダ ＤＩＳＫ２ （Ｃ＋＋サンプルプログラム）

フォルダ Ｄ８２ＤＩＤＲＭ ダイレクト版サンプルプログラム
ソースおよび実行ファイルを収納

フォルダ ＦＴｄｉｒｅｃｔ ダイレクト版デバイスドライバを収納

本書１項に説明する複合版ドライバを

インストールする場合は必要ありません。

ＤＡ＿ＸＰｉｎｓｔ．ｐｄｆ ダイレクト版デバイスドライバ

インストール手順

本書１項に説明する複合版ドライバを

インストールする場合は必要ありません。

フォルダ Ｌｉｎｕｘ Ｌｉｎｕｘ用サンプルプログラム

ソースおよび実行ファイルを収納

Ｌｉｎｕｘでのデバイスドライバに関するreadme

フォルダ ＶＢｓａｍｐｌｅ （ＶＢサンプルプログラム）

フォルダ Ｄ８２ＤＩＶＢ６ 仮想ＣＯＭ ＡＰＩ版サンプルプログラム

ソースおよび実行ファイルを収納

フォルダ Ｄ８２ＤＩＶＢＳ６ 仮想ＣＯＭ ＭＳＣｏｍｍ版

サンプルプログラム

ソースおよび実行ファイルを収納

フォルダ Ｄ８２ＤＩＤＲＢ ダイレクト版サンプルプログラム

ソースおよび実行ファイルを収納

ＶＢｓａｍｐｌｅ＿ｉｎｆｏ４．ｐｄｆ

ＶＢサンプルプログラム収納の説明

（完）
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